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初期キリスト教の宗教的寛容と lo,goi sofw/nの影響性 
 


















1, 13：1, ポルュカルポス・フィリピ 6：3）、つまりは「1つの（una）・聖なる（Sancta）・使
徒的な（apostolica）」救いを保証する制度を持ったキリスト教である。初期カトリシズム成
立以降「異端」（ai`resij）と呼ばれる様々なキリスト教分派が正統教会から排除され、異な
                                                          




































































































































                                                          
10 木田献一・荒井献監修、「現代聖書講座第 2巻 聖書学の方法と諸問題」、日本基督教団出版
局、1996、285頁。 
11 木田献一・荒井献監修、前掲書 283頁。 
12 荒井献、中村和夫、川島貞夫、橋本滋男、川村輝典、松永晋一、前掲書 111頁。 










































































                                                          
15 木田献一・荒井献監修、前掲書 287頁。 
16 木田献一・荒井献監修、前掲書 290頁。 
17 木田献一・荒井献監修、前掲書 292頁。 
18 木田献一・荒井献監修、前掲書 292頁。 
19 木田献一・荒井献監修、前掲書 288頁。 
20 木田献一・荒井献監修、前掲書 185頁。 
21 トマス福音書にも受難物語は存在しない。 

















                                                          
22 ソロモンの知恵 3：1－4. 
23 Corp. Herm.I, 13f.   
24 ポリュカルポスによるピリピ人への手紙 7：1において 
 「イエス・キリストが肉体をもって来た者であることを告白しない者は皆、反キリストなので
す。また（キリスト）が十字架上で殉教（の死を遂げたこと）を告白しない者は悪魔に属する





















25 J.M.Robinson, Kerygma und Geschichte im Neuen Testament, in : Entwicklungslinien durch die Welt des frühen 








































                                                          
27 木田献一・荒井献監修、前掲書 294頁。 




































                                                                                                                                                                          
28 木田献一・荒井献監修、前掲書 295頁。 
29 R.Bultmann, Theologie des Neuen Testaments, Tübingen,1953, 172.  



































                                                          
30 R.Bultmann, a. a. O., 138f. 
31 ヘレニズム教団にもヘレニズムユダヤ人教団、またはアンティオキア教会のようなヘレニズ
ムユダヤ人と異邦人の混合教会が存在した。 
32 R.Bultmann, a. a. O., 138f. 
33 ヘレニズム密儀宗教では、その祭儀に参加することによって、祭儀神格（アッティス、オシ
リス、アドニス等）の運命「死と再生」に与ることが出来ると考えられていた。 



























反論していると思われる。このことは 10節の h`mi/n de. avpeka,luyen o` qeo.j dia. tou/ pneu,matoj「そ
                                                          




36 Reitzenstein, Mysterienreligionen, 338f. ; R.Bultmann, Theologie des Neuen Testaments, 564. 
37 知恵の書がエジプトのアレクサンドリアで成立していることからも言える。（後述参照） 












他にもIコリント13：2に対してトマス福音書・語録 48と 106が（この背景にマタイ 17：

























                                                          
41 E. Haenchen, Die Botschaft des Thomas-Evangeliums, Berlin 1962, 70ff. 




44 G.Sellin, Der Streit um die Auferstehung der Toten, Vandenhoeck, 1986, 30ff. 
45 R.Bultmann, Exegetisch Probleme des zweiten Korintherbriefes (1947), in : Exegetica,Tübingen 1967, 298ff. 





















4：17-18 におけるキリスト者に向けられたに共通の希望的視線が 5：1-5 で論争的に脱線し













                                                          
47 G.Bornkamm, Die Vorgeschichte Sogennanten Zweiten Korintherbriefes (1961), in: Geschichte und Glaube II, 
München. 161-171頁。 
48 上注 90参照。W.Marxsen, Einleitung in das Neuen Testaments , Gutersloh, 1964, 72-85頁。 
49 R.Bultmann, Exegetica, 299f 
50 救済された者は gumnwqei.j avpo. tw/n th/j a`rmoni,aj evnerghma,twn（組織の作用を脱がされて）オク
ドアス（第八の恒星天）へと上がる。(C.Herm) I, 24-26 
 tou/ me,n sw,matoj…periairoume,nou,th/j d,e yuch/j avpogumnoume,nhj kai. th.n kata. Fu,sin evnqende 
poqou,shj metana,stasin.「体は脱ぎ捨てられ、他方、霊魂は裸になり、本性に従って、ここから
立ち去ることを切望する」de virt.76  








lu/sai to. skh/noj （あなたが天幕を壊そうとしているのは正しい）を挙げているが52、「ヘル
メス選集」は2世紀に成立した文書なのでかなり時間的に隔たりがある。むしろ、旧約聖書
外典である知恵の書（ソロモンの知恵）9：15にfqarto.n ga.r sw/ma baru,nei yuch,n kai. bri,qei to. 











まず1節でパウロはi;damen ga.r o[ti eva.n h` evpi,geioj h`mw/n oivki,a tou/ skh,nouj ataluqh/|( oivkodomh.n 










                                                          











































                                                          
55 青野太潮、前掲書、374頁。 






































                                                          
58 パウロの時代には現在の 27文書に纏まった「新約聖書」は存在しなかった。正典として 27
文書が「新約聖書」とされたのは 397年のカルタゴ会議においてである。よって 1世紀に聖書
といえば旧約聖書を指す。 
